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【今月の主な内容】

2～7

8～9

初
夏
を
告
げ
る

八
女
の
ま
ち
に
初
夏
を
告
げ
る

茶
摘
み
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
４
月
16
日
㈭
八
女
中
央
大

茶
園
の
五
社
神
で
新
茶
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
茶
娘
姿
の
女
性
た

ち
が
新
茶
を
摘
み
取
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
玉
露
・
煎
茶
と
も
に

日
本
一に
輝
い
た
八
女
茶
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
今
年
も
す

ば
ら
し
い
味
わ
い
の
お
茶
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

（
関
連
記
事
は
14
ペ
ー
ジ
）

「これからも住み続けたい」と感じる
まちづくりを目指して
平成27年度施政方針・八女市の財政状況

誰もが安心して生活できる地域づくりのために

広報
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「これからも住み続けたい」と
感じるまちづくりを目指して。

第４次八女市総合計画・後期基本計画と地方創生に係る総合戦略
をとりまとめていく、大変重要な年となる平成 27 年度。重要施策など
を合わせ三田村市長が施政方針をお知らせします。

福島保育所にて
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平
成
27
年
度
は
、
第
４
次
八
女
市
総
合

計
画
・
前
期
基
本
計
画
５
年
間
の
総
仕
上

げ
の
年
度
で
あ
り
、
将
来
都
市
像
「
ふ
る

さ
と
の
恵
み
を
生
か
し
安
心
し
て
心
ゆ
た

か
に
暮
ら
せ
る
交
流
都
市
八
女
」
の
実
現

に
向
け
、
各
事
業
を
着
実
に
推
進
し
、
成

果
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。 

特
に
、国
が
推
進
す
る
「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
よ
る
人
口
減

少
克
服
と
地
方
創
生
へ
の
対
応
は
、
そ
れ

ら
の
事
業
の
中
で
も
喫
緊
の
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
。

  

先
般
、
国
が
示
し
た
「
総
合
戦
略
」
を

勘
案
し
つ
つ
、
八
女
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、「
ひ
と
」

が
「
し
ご
と
」
を
呼
び
込
む
好
循
環
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
好
循
環
を
支
え

る
「
ま
ち
」
に
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

必
要
な
中
長
期
の
目
標
と
手
段
に
つ
い
て

検
討
し
、「
八
女
市
版
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

●
今
年
度
の
予
算
の
特
徴

  

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総

額
は
、
３
４
３
億
５
５
０
０
万
円
で
、
前

年
度
比
８・８
％
の
減
で
す
。

　
今
回
の
予
算
の
特
徴
は
、
国
が
地
方
創

生
で
新
た
に
設
け
た
交
付
金
を
最
大
限
に

活
用
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
３
月
補
正

予
算
に
平
成
27
年
度
に
事
業
を
予
定
し
て

い
る
事
業
の
一
部
を
前
倒
し
し
て
計
上
し
、

当
初
予
算
と
一
体
的
に
活
用
し
て
、
人
口

減
少
や
地
域
経
済
の
縮
小
を
克
服
す
る
た

め
の
事
業
を
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、

路
線
バ
ス
通
学
者
へ
の
補
助
、
新
規
創
業

者
へ
の
助
成
な
ど
に
よ
り
、
市
内
へ
の
消

費
喚
起
や
「
し
ご
と
づ
く
り
」
な
ど
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
市
政
の
重
点
テ
ー
マ
を

「
市
民
と
と
も
に
、都
市
の
魅
力
を
創
造
し
、

発つ
た
え信
よ
う
」
と
定
め
、
地
域
の
内
な
る
魅

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
外
の
人

を
も
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
創
出
し
発
信
し

て
い
く
と
と
も
に
、
人
口
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
さ
ら
な
る
定
住
対
策

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
八
女
の
魅

力
あ
る
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
り
、
観
光

か
ら
文
化
・
歴
史
分
野
ま
で
幅
広
く
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
様
々
な
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　
定
住
環
境
の
整
備
と
し
て
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
高
速
バ
ス
八
女
イ
ン
タ
ー
バ

ス
停
移
設
改
良
事
業
や
雇
用
促
進
住
宅

「
八
女(

蒲
原)

宿
舎
」
の
改
修
事
業
を
行

い
、
定
住
促
進
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域
振
興
を

目
指
し
て
、
矢
部
地
区
や
黒
木
の
大
淵
地

区
に
お
い
て
、
地
域
間
交
流
施
設
（
仮
称
）

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
星
野
地
区

に
お
い
て
は
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

や
観
光
入
込
客
の
増
加
を
図
る
た
め
、
既

存
施
設
の
改
修
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
岩
戸
山
古
墳
に
は
、
歴
史
文
化
交
流

館
（
仮
称
）
が
今
秋
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

貴
重
な
史
跡
や
文
化
財
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
北
の
玄
関
口
と
し
て
の
観
光
拠
点

と
な
り
、
八
女
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
文
化
勲
章
受
章
者
で
名
誉

市
民
で
も
あ
る
田
崎
廣
助
画
伯
の
作
品
を

展
示
保
存
し
顕
彰
で
き
る
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
仮
称
）
の
整
備
を
行
い
、
優
れ
た

芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　
特
に
、
子
育
て
支
援
策
は
重
要
な
課
題

で
す
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

児
童
生
徒
へ
の
「
入
学
祝
金
」
や
出
生
児

へ
の
「
や
め
っ
こ
夢
祝
金
」、
ま
た
、
保
育

所
保
育
料
の
軽
減
率
の
拡
充
な
ど
に
よ

り
、
新
た
な
子
育
て
世
代
の
保
護
者
の
負

担
軽
減
策
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
27
年
は
、
終
戦
か
ら
70

年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
戦
争
の
な

い
平
和
な
暮
ら
し
の
あ
り
が
た
み
を
今
一

度
か
み
し
め
て
、
改
め
て
不
戦
の
誓
い
を

立
て
る
た
め
に
、
被
爆
地
広
島
市
と
の
間

で
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
行
い
ま

す
。

●
抱
負
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
本
市
に
と
っ
て
平
成
27
年
度
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
５
か
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
と
な
る
第
４
次
八
女
市
総
合
計

画
・
後
期
基
本
計
画
と
地
方
創
生
に
係
る

総
合
戦
略
を
と
り
ま
と
め
て
い
く
、
大
変

重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
普
通
交
付
税
算
定
替
の
逓て

い
げ
ん減

が
始
ま
る
な
ど
、
今
後
、
歳
入
不
足
が
予

想
さ
れ
る
な
か
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
「
住

ん
で
よ
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け

た
い
」
と
感
じ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
健
全
な
行
財
政
基
盤

の
確
立
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
新
た
な
計
画
や
行
財

政
改
革
に
係
る
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
こ
の
１
年
を
平
成
28
年
度
か

ら
の
施
策
の
本
格
展
開
に
向
け
て
、
布
石

を
打
つ
た
め
の
重
要
な
１
年
と
認
識
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
新
た
に

決
意
し
て
い
ま
す
。

「
地
方
創
生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
ま
す

平成 27 年度

施政方針



八女市の財政状況
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
３

４
３
億
５
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
は
、
災
害
復
旧
費

や
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
平
成
26
年
度

か
ら
の
繰
越
事
業
を
合
わ
せ
る
と
３
７
０

億
円
を
超
え
る
予
算
規
模
と
な
り
ま
し

た
。
国
民
健
康
保
険
事
業
費
な
ど
の
特

別
会
計
の
予
算
総
額
は
２
１
５
億
６
１

０
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
水
道
事
業

会
計
予
算
総
額
は
９
億
２
６
２
９
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

八
女
市
で
は
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
５

月
と
11
月
に
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
27
年
度
予
算

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

広
報
紙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ

い
て
簡
素
化
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

「
財
政
事
情
」
は
、
企
画
財
政
課
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課

（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

特別会計名 歳入歳出予算額

国民健康保険事業費 112億2,796万円

簡易水道事業費 7億573万円

住宅新築資金等貸付事業費 205万円

下水道事業 14億6,262万円

介護保険事業費 69億6,857万円

後期高齢者医療 10億2,122万円

農業集落排水事業 9,184万円

矢部診療所 5,715万円

黒木町串毛財産区 136万円

黒木町木屋財産区 851万円

黒木町大淵財産区 1,408万円

水道事業 9億2,629万円

区　　分
負担の状況

一人当たり 一世帯当たり

1 市 民 税 37,096円 101,625円

（1）個　人 31,150円 85,337円

（2）法　人 5,946円 16,288円

2 固 定 資 産 税 46,740円 128,046円

3 軽 自 動 車 税 2,756円 7,549円

4 市 た ば こ 税 7,203円 19,734円

5 入 湯 税 210円 575円

合　　計 94,005円 257,529円

注）予算額÷人口・世帯数で算出しています。
（平成27年3月31日現在　人口：66,773人 世帯数：24,374世帯）

▼平成27年度市税（現年度分）の負担状況▼平成27年度特別会計予算

平成27年度予算　一般会計予算は343億5,500万円

矢部地区地域間交流施設（仮称）イメージ図 4　2015.5.1　広報やめ
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民生費
112億3,993万円

（32.7％）

24億1,226万円
（7.0％）

農林水産業費

公債費
38億4,311万円

（11.2％）

土木費
33 億
5,865 円

（9.8％）

総務費
43億5,862万円

（12.7％）

29億6,268万円
（8.6％）

教育費
29億5,792万円

（8.6％）

衛生費

商
工
費

消
防
費

12億6,227万円（3.7％）

10億1,935万円（3.0％）
その他 4億1,178万円（1.2％）災害復旧費　5億2,843万円（1.5％）　

自主財源
26.6％

依存財源
73.4％

市税
63億8,617万円

（18.6％）

繰入金　
13億1,888万円（3.8％）

14億2,561万円
（4.2％）

その他

地方交付税
135億3,600万円

（39.4％）

国県支出金
72億8,524万円

（21.2％）

27億5,070万円
（8.0％）

市債

そ
の
他

16億5,240万円（4.8％）

財政用語解説
歳 入 １年間に市に入るすべての収入

歳 出 １年間で市が活用するすべての
支出

一般会計
総務費・民生費・土木費・教育
費など、市の基本的な行政運営
に必要な経費を計上した合計

特別会計 特定の事業を行うため、一般会
計と区別して処理する会計

歳入用語

自主財源 市税や諸収入など、市が自力で
集めるお金

依存財源
国や県の意思により、定められ
た額を交付されたり割り当てら
れたりして入るお金

市 税 皆さんから市に納められるお金

地 方 交
付 税

所得税など国が徴収した税金の
中から、市の財政状況に応じて
交付されるお金

国 県 支
出 金

事業など特定の目的の費用とし
て、国・県から交付されるお金

市 債 大きな事業を行うために、国や
金融機関から借り入れるお金

歳出用語

民 生 費
高齢者・しょうがい者・保育所
などの福祉全般の事業に使うお
金

総 務 費 課税徴収・住民窓口・選挙・統
計などの事務に使うお金

公 債 費 市債の返済のために使うお金

土 木 費 道路・公園整備・住宅管理など
に使うお金

農 林 水
産 業 費 農業・林業等の振興に使うお金

教 育 費
学校運営の費用や、市民会館・
図書館・公民館など教育全般に
使うお金

衛 生 費
健康診断・予防接種・ごみ回収
など、健康で衛生的な生活に使
うお金

消 防 費 消防活動・消防施設の整備など
に使うお金

商 工 費 商工業・観光の振興に使うお金

扶 助 費
生活保護法・児童福祉法・老人
福祉法などの法令により、被扶
助者に支給するお金

普 通 建
設事業費

道路、学校など公共施設の整備
などに使うお金

物 件 費
市が行う行政サービスの中で効
果が短期間のものや、旅費・需
用費・役務費などのような消費
的性質のお金

343億5,500万円の内訳歳 入

343億5,500万円の内訳歳 出

歳出を性質別にみると…
扶 助 費

普 通 建 設 事 業 費
人 件 費
補 助 費 等
物 件 費
繰 出 金

公 債 費
そ の 他

60億7,440万円（17.7％）
54億2,281万円（15.8％）
50億8,920万円（14.8％）
47億3,287万円（13.8％）
42億8,370万円（12.5％）
38億7,279万円（11.3％）
38億4,311万円（11.2％）

10億3,612万円（2.9％）
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◉ 快適で安全・安心な暮らしを支える基盤づくりと
    都市機能の充実
⃝都市圏アクセス環境整備事業※1 8,614万円
⃝乗合タクシー運行事業 7,418万円
⃝道路・河川改良事業 9億9,300万円
⃝消防関係施設設備等整備事業 2億2,436万円

◉ 人と自然にやさしく、暮らしやすい生活空間づくり
⃝住宅用太陽光発電システム設置推進事業 1,000万円
⃝道路河川愛護活動事業　 1,000万円
⃝伝統的建造物群保存修理事業　 1億3,173万円
⃝住宅改修費補助事業 800万円
⃝雇用促進住宅改修事業※ 2 2億6,750万円
◉ 地場産業・観光の振興と地域資源を生かした
    新産業創出、雇用の確保
⃝八女材普及促進住宅資材助成事業 2,250万円

⃝茶のくにふるさとの旅事業(繰越事業) 1,286万円
⃝大淵地区地域間交流施設（仮称）整備事業 ※３ 2億4,103万円
⃝矢部地域振興事業※４ 2億1,905万円
⃝星野地域振興事業 8,840万円
⃝新規創業資金等借入者信用保証料補助金 189万円
⃝新規創業者および新事業展開補助事業（繰越事業） 1,100万円
⃝プレミアム商品券助成事業（繰越事業） 8,596万円
◉ 少子・高齢社会に対応し、自分らしく、安心して
　 暮らせるまちづくり
⃝介護予防事業 6,846万円
⃝乳幼児・こども医療対策事業 1億3,320万円
⃝子ども・子育て支援事業　 15億942万円
⃝子育て応援券交付事業(繰越事業)※５ 1億10万円
⃝やめっこ夢祝金支給事業 3,060万円

⃝やめUIターン子ども応援手当支給事業 648万円
⃝路線バス通学定期補助事業(繰越事業)※６ 1,000万円

◉ 生きる力の育成と豊かな心を育てるまちづくり
⃝学力向上推進事業 8,862万円
⃝入学祝金事業※ 7 4,450万円
⃝姉妹・友好都市交流事業 954万円
⃝岩戸山歴史文化交流館（仮称）運営事業※ 8 3,482万円
⃝民俗文化財の保存と継承 953万円
⃝アートギャラリー（仮称）整備事業 8,029万円

◉ 市民とともに歩み、市民とともに進めるまちづくり
⃝まちづくり協議会の活動支援強化事業 3,132万円
⃝コンビニ収納サービス事業 335万円

矢部地区を中心とした地域振興を図るため、
食事の提供や物産の販売を行う施設を整備
します。また、新たな交流施設として山村滞
在施設の検討を行い、市内観光スポットの周
遊コースの充実を図ります。

大淵地区を中心とした地域振興を図るため、
大淵小学校跡施設を改修し、スポーツ合宿
や研修などの機
能を有する簡易
宿泊型の地域間
交流施設を整備
します。

老朽化した市営住宅の代替住宅および若者
や子育て世帯、高齢者、低所得者等の住宅

を確保するため購入し
た、雇用促進住宅「八
女（蒲原）宿舎」の改
修を行います。

八女市と福岡都市圏を直接結ぶ唯一の公共
交通機関である高速バスの利便性を向上さ
せるため、高速バス八女インターバス停の移
設改良等に着手し、利用者の快適性、利便
性を飛躍的に
高め、定 住 促
進、交流人口増、
地域活性化を
図ります。

親の子育て力と地域の子育て力を高め、子育
てに対する不安感の解消と負担感の軽減を
図るとともに、子どもが健やかに育ち、子育
てしやすい環境をつくるため、中学生までの
子どもに対し子育て応援券を交付します。

都市圏アクセス
環境整備事業1

子育て応援券交付事業5

雇用促進住宅改修事業2

矢部地域振興事業4

3大淵地区地域間交流施設
（仮称）整備事業

Ｐｉｃｋ Uｐ！
今年度の主な事業



岩戸山歴史文化交流館(仮称)は、建物内における
空気環境等の検査を行い、文化庁の許可を得て
１１月下旬のオープンを目指します。同時に、交流
館における様々な体験メニューの準備や、博物館
における文化財の展示・図録の作成等と並行して、
各種団体への事前のＰＲにも取り組みます。

通学する際に利用する路
線バスの定期運賃の一
部を補助することによっ
て、子育て支援と定住促
進および生活路線バスの
維持確保を図ります。

路線バス通学定期補助事業6

岩戸山歴史文化交流館（仮称）
運営事業8

7入学祝金事業

Ｐｉｃｋ Uｐ！

⑲市長 コラム

mayor's column

八
女
の

花
嫁

▽
3
月
に
市
内
で
収
録
さ
れ
た
Ｔ
Ｖ
番

組
の
「
ナ
イ
ナ
イ
お
見
合
い
大
作
戦
！
」

が
間
も
な
く
放
送
さ
れ
ま
す
。
今
回
は

多
く
の
花
嫁
候
補
か
ら
応
募
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
八
女
の
「
よ
か
男
」
と
土
地

の
魅
力
が
認
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
嬉
し

い
こ
と
で
す
▽
こ
の
番
組
は
、
出
会
い

の
機
会
が
な
い
地
方
の
男
性
に
全
国
の

女
性
を
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
番
組
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
市
内
に
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

し
、
そ
れ
が
人
口
増
に
つ
な
が
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
▽
最
近
は
独
身
で
過

ご
す
人
が
増
え
て
い
て
、
そ
れ
が
人
口

減
少
や
少
子
化
の
一
因
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
結
婚
し
な
い
理
由
は
色
々
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
願
望
の
あ
る
人

に
は
、
何
と
か
目
標
に
こ
ぎ
つ
け
て
欲

し
い
も
の
で
す
▽
た
だ
、「
縁
は
異
な
も

の
味
な
も
の
」
と
言
う
よ
う
に
人
の
縁

は
不
思
議
な
も
の
で
す
。
良
縁
は
い
つ

誰
の
も
と
に
訪
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

本
人
も
周
囲
も
あ
ま
り
焦
ら
ず
、
少
し

お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
「
縁
の
力
」
に

期
待
し
て
み
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

「
ナ
イ
ナ
イ
の
お
見
合
い
大
作
戦 

八
女
の
花

嫁
お
見
合
い
大
作
戦
！
」
は
５
月
13
日
㈬
19

時
か
ら
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
で
放
送
予
定
で
す
。

一般会計市債・基金残高の推移

市債（市の借金）の残高は、借り入れの抑制等により、毎
年度減少し、平成27年度末には284億7,600万円となる見
込みです。 基金（市の貯金）の残高は、増加の傾向にあり、
平成27年度末には212億5,800万円となる見込みです。

（単位：億円）

注：平成25年度までは決算、平成26、27年度は見込み

児童生徒の入学に対し、小学校は一人当たり3万円、
中学校は一人当たり5万円を入学祝金として交付す
ることにより、保護者の負担軽減を図り子育て支援
を行うことで定住促進に努めます。

（億円）
400

300

200

100

0
22年度  23年度  24年度  25年度  26年度  27年度

市債残高

基金残高

339
320 311 300 292 285

155
177

199 186
224 213

岩戸山歴史文化交流館（仮称）

広報やめ　2015.5.17



8　2015.5.1　広報やめ

　
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の

地
方
公
務
員
で
、
八
女
市
で
は
２
０
３
人
が
各

担
当
区
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生

委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員

を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
人
格
識
見
高
く
、
広
く
社
会
の
実
情
に
通

じ
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
熱
意
の
あ
る
人
な
ど

民
生
委
員
法
に
規
定
さ
れ
た
要
件
を
満
た
す

人
が
、
八
女
市
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
長
お

よ
び
八
女
市
長
か
ら
福
岡
県
知
事
・
厚
生
労

働
大
臣
に
推
薦
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
担
当
の

区
域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の

安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か

け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員

の
中
で
も
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援

を
専
門
に
担
当
す
る
の
が
主
任
児
童
委
員
で

す
。
医
療
や
介
護
の
悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の

不
安
、
失
業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の

心
配
ご
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
、

必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
役
所
や

地
域
の
専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
法
に
基
づ
く

守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

　
八
女
市
で
は
、
福
島
・
長
峰
・
上
妻
・
三
河
・

八
幡
・
川
崎
・
忠
見
・
岡
山
・
上
陽
・
黒
木
・

立
花
・
矢
部
・
星
野
の
13
校
区
そ
れ
ぞ
れ
に
協

議
会
、
ま
た
市
全
体
で
主
任
児
童
委
員
部
が

置
か
れ
、
さ
ら
に
13
校
区
・
１
部
の
横
断
的
組

織
と
し
て
、
八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連

絡
協
議
会
（
伊
藤
正
雄
会
長
）
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
校
区
協
議
会
や
主
任
児
童
委
員
部
、
連
絡

協
議
会
で
は
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
対
応

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
り
、
資
質
向
上
の
た

め
の
研
修
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
して
生
活

で
き
る
地
域
づく
り
の
た
めに
。

制
度
創
設
98
年　

５
月
12
日
は
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日

　
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
、
ひ
と
り
で
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
民
生
委
員
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員

は
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
生

活
上
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
て
、
関
係
機

関
へ
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
と
は

役
割
は･･････

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議

会
と
は

５月12日～
18日は活動
強化週間

八女市民生委員児童委員連絡協議会役員の皆さん
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地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
高
齢

者
等
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
よ
り

合
え
る
場
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
が
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
草
場
ふ
れ
あ
い
の
家
サ
ロ
ン
（
立

花
校
区
）
で
は
、
民
生
委
員
や
共
に

活
動
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
が
協
力

し
て
月
１
回
の
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
季
節
に
合
わ
せ
た
活
動
や

野
菜
や
漬
物
な
ど
を
持
ち
寄
っ
た
食

事
会
な
ど
、
穏
や
か
な
時
間
の
中
で
、

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
や
笑
顔
が
あ
ふ
れ

ま
す
。
民
生
委
員
は
参
加
で
き
な
か
っ

た
人
の
近
況
を
確
認
し
た
り
、
手
作

り
の
一
品
を
手
土
産
に
自
宅
へ
お
伺
い

し
た
り
と
、
サ
ロ
ン
活
動
を
き
っ
か
け

に
見
守
り
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　八女市民生委員児童委員連絡協
議会では、地域の方々の見守り・
相談活動等を行う民生委員児童委
員が充実した活動を行えるよう、
情報共有、研修、校区活動への支
援などを行っています。
　八女市におきましても、少子高
齢化、福祉課題の複雑多様化はま
すます深刻化し、民生委員児童委
員の活動だけでは対応が難しいこ
とが多くあります。しかし、八女
市の強みは住民同士の支え合い、

「地域力」にあると考えます。
　今後は自らが住む地域の支え合
い、お互い様の心遣いを住民同士
が再確認し、民生委員児童委員と
共に、「安心して健やかに暮らせる
八女市」を実現していきましょう。

　
上
陽
校
区
で
は
民
生
委
員
児
童

委
員
と
上
陽
北
汭
学
園
小
学
校

４
年
生
が
「
こ
ど
も
民
生
委
員
活

動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も

た
ち
が
民
生
委
員
活
動
体
験
を
通

し
て
、
地
域
社
会
と
の
交
流
や
地

域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
の
大
切
さ

を
学
び
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り

の
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
、

辞
令
交
付
式
か
ら
お
宅
訪
問
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
訪
問
な
ど
の
活
動
を
、

「
相
手
に
喜

ん
で
も
ら
う

に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の

か
な
？
」
な

ど
、
創
意

工
夫
を
し
な
が
ら
行
っ
て
き
ま
し

た
。
民
生
委
員
児
童
委
員
と
い
う

仕
事
を
知
っ
た
こ
ど
も
た
ち
は
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
見
守
り
の
一
員

と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

こども民生委員活動

八女市役所  福祉課　　　（☎２４・８０３０）
黒木支所 市民生活福祉課（☎４２・１１１４）
上陽支所 市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
立花支所 市民生活福祉課（☎２３・４９３３）
矢部支所 市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
星野支所 市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

　
市
内
全
校
区
で
主
任
児
童
委
員
部
が
主
体
と
な
っ

て
、
新
生
児
全
戸
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
が
誕
生
さ
れ
た
ご
家
庭
へ
主
任
児
童
委
員
と
担
当

地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
訪
問
し
ま
す
。
お
子

さ
ん
の
誕
生
を
お
祝
い
し
、
子
育
て
の
情
報
を
お
伝

え
し
、
ご
相
談
を
お
聞
き
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、

子
育
て
世
帯
を
地
域
で
見
守
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

主
任
児
童
委
員
は
10
か
月
児
検
診
会
場
に
も
参
加

す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
の
開
催・活
動
支
援

民
生
委
員
児
童
委
員
は
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

校
区
そ
れ
ぞ
れ
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
三
つ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

八女市民生委員児童委員連絡協議会 
会長　伊藤正雄さん（黒木）

「
地
域
力
で
住
み
よ
い

八
女
市
の
実
現
に
」

あなたの地域の民生委員児童委員、主任児
童委員についてのお問い合わせは ･････

活
動
の
場
①

活
動
の
場
②

活動の場③
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♦
応
募
資
格
＝

▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
満
18
歳
以
上
（
平
成
27
年
４
月
１
日

現
在
）
の
人
　

▽
平
日
の
夜
間
等
に
開
催
す
る
会
議
に

継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

♦
募
集
人
員
＝
８
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
、原
則
と
し
て
抽
選
に
よ
る
選
出
）

♦
活
動
期
間
＝
６
月
ご
ろ
に
２
回
～
３

回
程
度
開
催
、
１
回
２
時
間
程
度
を
予

定
。

♦
活
動
内
容
＝
分
野
別
に
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
（
子
育
て
環
境
、
雇
用
・
産
業
振
興
、

観
光・交
流
、高
齢
者・福
祉
）
に
分
か
れ
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
検
討
し
、
意
見
を
ま
と
め
ま
す
。

♦
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
企
画
財
政
課
企
画
政
策
係

ま
で
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w.city.yam
e.fukuoka.jp/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

♦
応
募
期
間
＝
５
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬

♦
そ
の
他
＝
▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
報
酬
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
参
加
者
と
し
て
決
定
し
た
人
に
は
、

改
め
て
開
催
日
や
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ

等
を
ご
案
内
し
ま
す
。

♦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課

企
画
政
策
係
（
☎
２
４・９
０
０
９
）

総
合
計
画
策
定
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
「
第
４
次
八
女
市
総
合
計
画
」
前
期
基
本
計

画
が
今
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
後
期
基
本
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ご
意
見
を

伺
う
た
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

まちづくりに
参加しま
　せんか

　
小
説「
等
伯
」は
、

八
女
市
出
身
の
安

部
龍
太
郎
さ
ん
が
、

安
土
桃
山
時
代
か

ら
江
戸
初
期
に
か

け
て
活
躍
し
た
絵
師
・
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
を

主
人
公
に
、
一
心
に
画
業
に
打
ち
込
ん
だ
生
涯
を

描
い
た
作
品
で
、
２
０
１
３
年
に
第
１
４
８
回
直

木
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
放
送
は
、

安
部
龍
太
郎
さ
ん
と
出
版
社
の
ご
好
意
に
よ
り
実

現
し
た
も
の
で
、
本
の
朗
読
は
八
女
市
図
書
館
の

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
は
な
し  

ば
さ

ら
か
た
い
」
の
江
崎
智
子
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
放

送
の
中
の
テ
ー
マ
曲
は
、
黒
木
町
の
樋
口
好
枝
さ

ん
が
作
曲
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
年
配
の
人
に
も
聞

き
や
す
い
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
朗
読
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
Ｆ
Ｍ
八
女
（
☎
２
４・９
８
０
１
）

連続ラジオ小説「等
と う

伯
は く

」スタートＦＭ八女で

番 組 名 ラジオ文芸館  小説「等伯（とうはく）」
放送期間 ５月１１日（月曜日） ～ １１月ごろまで 

放送日時

◆ 月曜日～金曜日、朝 6 時 30 分から毎
日15 分間
※ 再放送は、同日の 20 時15 分からです。
◆ 日曜日は、月曜日～金曜日の総集編を
20 時 15 分から、約 75 分間

聴取方法

八女市内の全戸に配付されている「防災
ラジオ」のほか、車のＦＭラジオや市販の
ＦＭラジオで聞くことができます。（周波
数は 80.1MHz）。また、パソコンやスマー
トフォンでは、インターネット・サイマル
放送により全国で聞くことができます。

ＦＭ八女では、５月 11 日㈪から安部龍太郎さんの「等伯
（直木賞受賞作）」を連続ラジオ小説として放送します。周波数 80.1MHz

八女津媛神社の浮立（矢部村） 八女福島の白壁の町並み

朧大橋（上陽町）

石積みの棚田（星野村）

男ノ子焼の里（立花町）旭座人形芝居（黒木町）
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　
八
女
茶
は
、
応
永
年
間
（
室
町
時
代
）、
明
国
よ
り

帰
国
し
た
学
僧
、
栄え

い

林り
ん

周し
ゅ
う
瑞ず

い
が
八
女
市
黒
木
町
笠
原

に
霊れ

い

巌が
ん

寺じ

を
建
立
、
持
ち
帰
っ
た
茶
の
実
と
と
も
に
、

明
の
製
茶
技
法
と
喫
茶
法
を
伝
え
た
こ
と
が
発
祥
と
さ

れ
ま
す
。
八
女
地
方
は
、
矢
部
川
水
系
が
作
り
出
し
た

豊
か
な
土
壌
と
良
質
な
水
、
茶
葉
の
栽
培
に
適
し
た
日

中
の
気
温
が
高
く
夜
間
は
冷
え
込
む
特
有
な
気
候
に

恵
ま
れ
、
そ
こ
で
栽
培
さ
れ
た
八
女
茶
は
日
本
有
数
の

高
級
茶
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
八

女
市
横
町
町
家
交
流
館
で
は
、
茶
摘
み
の
季
節
に
合

わ
せ
て
八
女
茶
に
関
す
る
資
料
、
写
真
、
道
具
等
の
展

示
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
29
日
㈷
～
５
月
31
日
㈰

◦
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
（
本
町
94
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

八
女
茶
あ
れ
こ
れ

横町町家
交流館
5月の催し

八女中央大茶園

◦
上
妻
小
学
校
へ

▽
廣
津
満
生
（
津
江
）
＝
テ
ン
ト

一
張◦

黒
木
小
学
校
へ

▽
黒
木
小
学
校
父
母
教
師
会
＝
児

童
図
書
９
冊

◦
忠
見
小
学
校
へ

▽
忠
見
小
学
校
父
母
教
師
会
＝
書

画
カ
メ
ラ
１
台
、テ
ン
ト
２
セ
ッ
ト
、

児
童
図
書
１
４
３
冊
、
小
学
生
こ

ど
も
新
聞
１
年
分

◦
黒
木
西
小
学
校
へ

▽
桐
明
利
玄
（
本
村
）
＝
ポ
プ
ラ

デ
ィ
ア
大
図
鑑
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
18
冊
、

学
研
の
図
鑑
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
８
冊

寄
附
の
お
礼（
敬
称
略
）

　平成 24 年７月九州北部豪雨の発生からまもなく３
年になります。大災害の経験を、今後のいざという時
のため、私たちができること、私たちがすべきことに
ついて考えてみましょう。
▽非常用持出品を準備しましょう
▽家族との連絡方法、連絡先を確認しましょう
▽避難場所と避難経路を確認しましょう
▽災害が近付く前に、自宅や周辺の点検・整
備を行っておきましょう
　消防署では、事業所や行政区単位での防火教室や避
難訓練を随時受け付けています。また10月４日㈰には、
八女市上陽町において平成 27 年八女地区総合防災訓
練も計画されています。こうしたイベントや訓練に積
極的に参加して、防災に関する知識を増やしましょう。

　
総
務
大
臣
か
ら
４
月
１
日
付
で

次
の
皆
さ
ん
が
行
政
相
談
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
社
会
的
な

信
望
が
あ
り
、
行
政
運
営
の
改
善

に
つ
い
て
理
解
と
熱
意
を
有
す
る

人
の
中
か
ら
総
務
大
臣
が
委
嘱
す

る
も
の
で
す
。
地
域
で
の
皆
さ
ん
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政

の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助

言
や
関
係
機
関
へ
の
通
知
な
ど
の

仕
事
を
無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
１
日
号
の
広
報
や
め
に
相
談

日
時
お
よ
び
場
所
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法

制
係
（
☎
２
３・１
１
１
１
）

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

風水害に備え
ましょう
八女消防本部

（☎ 24・0119）

氏名（敬称略） 担当地区

 大
お お つ や ま

津山 篤
あつし

八女地区
 久木原章

しょうじ

次 上陽地区
 秀
しゅうとく

德　紀
の り こ

子 黒木地区
 髙山　隆

たか

夫
お

立花地区
 高山　博

ひろ

由
よし

矢部地区
 内田　龍

りゅう
星野地区
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元気な八女を　　　リスナーに届けたい

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問

な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い

て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本

人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、住
所・氏
名・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す

る
な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た

は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か

に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨

が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の

他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

　

團
伊
玖
磨
他
界
翌
年
の
２
０
０
２
年
よ
り
、
九

州
一
の
大
河
筑
後
川
流
域
３
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る

合
唱
組
曲
「
筑
後
川
」
の
演
奏
会
。
今
年
は
５
月

17
日
㈰
に
八
女
市
民
会
館
お
り
な
す
八
女
に
て
開

催
し
ま
す
。
流
域
の
市
民
や
全
国
の
合
唱
愛
好
家

総
勢
９
０
０
人
に
よ
る
大
合
唱
は
、
團
伊
玖
磨
の

「
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
み
な
が
ら
川
を
下
り
、
流
域
の

人
た
ち
と
一
緒
に
歌
い
た
い
ね
」
と
語
っ
た
遺
志
を

継
ぐ
圧
巻
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
フ
ァ
ン
の
心
を
捉

え
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

指
揮
者
は
現
田
茂
夫
氏
、
司
会
・
朗
読
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
川
野
一
宇
氏
。

　團伊玖磨とゆかりの深い八女。郷土料理にちなむ『だ
ご汁の歌』 （今村圀彦作詞）は、團伊玖磨1974 年の作曲。

「心のふるさと」と八女を愛し、だご汁が好物だった團に、
陸軍軍楽隊時代に團の上官であった黒木町の吉村誠さ
んは『だご汁の歌』の作曲を依頼。「班長殿の命令で
すからお礼はいただきません。快く引き受けます」とあっ
さり返事されます。この歌を團が自らピアノを弾き、八
女の皆さんと一緒に歌う写真も残っています。
　八女の人たちとの交友の中で、『八女消防の歌』（今
村圀彦・作詞1985 年）や『八女学院校歌』（中島宝城・
作詞 1992 年）も誕生。團の作品中、消防の歌は全国
でこの1曲だけです。今年は『だご汁の歌』が初演さ
れて 40 周年、『八女消防の歌』が作曲され 30 周年の
記念を迎える年。また、黒木町の素戔嗚神社境内にはエッ
セイ碑、杣の里公園 ( 矢部村 ) 内『筑後風土記』には
歌碑もあり、八女には團伊玖磨の歌が息づいています。

◦日時＝５月１７日㈰　２回公演　
  ［午後の部］13 時開演  ［夕方の部］16 時開演
  ［場   所］ おりなす八女ハーモニーホール
  ［入場料］全席自由 一般 1000 円／
　　　　　　　　　学生   500 円
                         （当日 500 円増）   
　※前売り券はおりなす八女で好評発売中
◦問い合わせ＝おりなす八女（☎ 22・5332）

八女おみやげコーナー
◦期間＝5 月16日㈯・
17日㈰◦会場＝おりな
す八女 1階エントラン
スホール◦時間＝10 時
30 分～19 時

◦期間＝ 4 月18日㈯～ 5
月17日㈰◦会場＝おりな
す八女 1階情報コーナー
◦時間＝ 9 時～ 22 時

茶のくに八女に響く　
「矢部川」「だご汁の歌」
團 伊玖磨
ふるさとの調べ

筑
後
川
流
域
合
唱
団
と
全
国
の

『
筑
後
川
』
フ
ァ
ン
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

【関連企画 】
「八女と團伊玖磨展」

八女と團伊玖磨のゆか
りの写真一挙展示

八女出身の栗原一
登（左）と團伊玖磨

『だご汁の歌』のピアノを弾き
八女の人たちと一緒に歌う

團
伊
玖
磨
記
念 

合
唱
組
曲

『
筑
後
川
』
IN
八
女
２
０
１
５
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ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 27.5）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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【本館】2日、9日、16日、
23日、30日※毎週土曜日
14時～／おはなしコーナー
【黒木分館】9日㈯10時30
分～／おはなしコーナー
／幼児～小学生の皆さん
対象です♪

よみきかせ

あかちゃんよみきかせ
0 ～ 2歳くらいの赤ちゃ
ん対象です♪
【本館】16日㈯11時～／
おはなしコーナー
【黒木分館】16日 ㈯10時
30分～／おはなしコーナー

5月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10 時～ 20 時
　                   土日祝 10 時～18 時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
3 ㈷,4 ㈷,5 ㈷,6 ㉁,11 ㈪,18 ㈪,25 ㈪,29 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
4 ㈪ ,11 ㈪ ,18 ㈪ ,25 ㈪ 29 ㈮図書館の休館日

5 月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日
　　　　　　　（月曜日が祝日・休日の場合は開館します）
3 ㈷ ,5 ㈷ ,6 ㉁ ,12 ㈫ ,19 ㈫ ,26 ㈫ ,29 ㈷

5 月の館内整理日は 29 日㈮

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

Ｆ
Ｍ
八
女
市
民
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー　

堤 

理
恵
さ
ん
（
岩
崎
）

読書ボランティア「ブックメイト」や音
訳ボランティア「ふきのとう」でも活動
している堤さん。時間があるときは、飛
び込みで市内の施設で読み聞かせをす
ることもあるそうです。
番組内の「八女クイズ」正解者に贈る「愛
の鍋つかみ」はお手製。市内のリスナー
には直接届けてリスナーとのつながりも
大切にしています。

76

「
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
、
八
女
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
―
Ｆ
Ｍ
八
女
制
作
番

組
「
が
ま
だ
す
ワ
イ
ド
８
０
１
」
の
木

曜
と
金
曜
を
担
当
す
る
『
つ
つ
リ
ン
』
こ

と
堤
さ
ん
。
明
る
く
元
気
な
声
を
届
け

て
い
ま
す
。

「
Ｆ
Ｍ
局
が
生
ま
れ
育
っ
た
八
女
に
で

き
る
こ
と
に
う
れ
し
い
驚
き
が
あ
り
、

開
局
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。
楽
し
く
て
何
か
お
手
伝

い
し
た
い
と
、
そ
の
勢
い
の
ま
ま
Ｆ
Ｍ
八

女
に
電
話
。
し
ば
ら
く
し
て
、
八
女
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
を
読
ま
な
い
か
と
声

を
か
け
て
も
ら
い
、
１
年
ほ
ど
し
た
と
こ

ろ
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
」

番
組
内
の
単
発
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当

す
る
な
ど
回
を
重
ね
、
市
民
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
と
し
て
独
り
立
ち
し
て
２
年
。

「
八
女
の
食
材
は
新
鮮
で
お
い
し
い
の
で
、

手
を
加
え
な
く
て
も
そ
の
ま
ま
で
お
い

し
い
。
ラ
ジ
オ
な
の
で
簡
単
に
伝
わ
る

手
軽
に
で
き
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
ま

す
」
担
当
す
る
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
は

３
月
に
は
１
０
０
回
を
迎
え
、
紹
介
し

た
レ
シ
ピ
は
２
０
０
品
以
上
を
数
え
ま
す
。

「
人
前
で
話
す
の
は
苦
手
で
す
。
た
ま

に
番
組
を
聞
い
た
知
人
か
ら
び
っ
く
り
さ

れ
ま
す
。
番
組
で
の
失
敗
は
数
知
れ
ま
せ

ん
が
、
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
す
べ
て
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
と
に
か
く
生

ま
れ
育
っ
た
八
女
が
盛
り
上
が
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
が
一
番
。
八
女
は
す
ご
く

い
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
リ
ス
ナ
ー
と
一
緒
に

も
っ
と
八
女
の
こ
と
を
好
き
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

聞
け
る
こ
と
も
あ
り
、
東
京
な
ど
市
外
の

リ
ス
ナ
ー
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
元
気
な
八
女
の
そ
の
ま
ま
を
、
こ

れ
か
ら
も
届
け
て
い
き
た
い
で
す
」

元気な八女を　　　リスナーに届けたい

レシピのほか、参加
した祭りやイベントの
様子なども紹介して
います。【http://fmya
me.blogspot.jp/】

図書館で利用しなくなった本や雑
誌をお譲りします。◦日時＝５月２
日㈯・３日㈷・５日㈷・６日㉁10時～
◦場所＝本館２階
ロビーと研修室　
※本を入れる袋を
ご用意ください。

★ 2015 第 57 回
こどもの読書週間
4/23～5/12★
こどもの読書週間に
合わせて八女市図書
館では5月12日ま
でテーマ図書の展示
が行われています。
～本はキラキラ万華
鏡～
しかけ絵本、布の絵
本、大型絵本、紙芝
居などいろいろな本
の展示

【本館】
平成27年４月からすべ
ての月曜日が休館となり
ました。なお、月曜日以
外の祝祭日は開館（10
時～18時）します。

【黒木分館】
月曜日は開館し、火曜日
を休館します。なお、月
曜日以外の祝祭日はすべ
て休館します。

【そのほかの分館】
今まで通り、月曜日休館、
祝祭日はすべて休館します。

皆様に愛され役立つ
図書館づくりをした
いと思います。よろ
しくお願いします。

桐
きり

明
あけ

 利
とし

玄
はる

 館長
新館長の紹介

ブックリサイクルのお知らせ 休館日が変わりますこどもの読書週間
5月
の



14　2015.5.1　広報やめ

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
新
茶
の
季
節
の
到
来
を
告

げ
る
「
第
32
回
八
女
茶
手
も

み
競
技
大
会
」
が
４
月
10
日

㈮
福
岡
県
農
林
試
験
場
八
女

分
譲
で
行
わ
れ
、
上
陽
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
福

岡
県
八
女
茶
手
も
み
技
術
研

究
会
と
福
岡
県
茶
業
青
年
の

会
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
八
女
茶
生
産
に
携
わ

る
若
手
後
継
者
等
、
県
内
各

地
か
ら
11
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム

３
人
）
が
参
加
し
、
手
も
み
の

製
茶
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　「
ホ
イ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
製

茶
専
用
の
台
の
上
で
、
生
茶
葉

か
ら
製
茶
に
至
る
ま
で
の
、
葉

ぶ
る
い
や
軽
回
転
も
み
、
玉
解

き
、
も
み
切
り
な
ど
の
各
工
程

の
「
手
も
み
の
技
術
」
と
、
製

品
の
外
観
、
香
気
、
水
色
、
滋

味
な
ど
の
「
お
茶
の
品
質
」
が

総
合
的
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
し
た
上
陽
チ
ー
ム
は
10
月

に
福
岡
県
代
表
と
し
て
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

【
優
勝
】▽
団
体
の
部
＝
上
陽
チ
ー

ム
（
山
口
泰
明
、
井
上
和
弘
、
中

村
友
和
）
▽
個
人
の
部
＝
徳
永

慎
太
郎
（
黒
木
Ａ
）
※
敬
称
略

　
黒
木
大
藤
ま
つ
り
が
間
近
と
な
っ
た
4
月
15
日

㈬
、
藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
が
素
盞
嗚
神
社
境
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
市
内
外
を
含
め
、
約

１
５
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
黒
木
の
大
藤

は
、
南
朝
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
お
手
植
え
と
伝

え
ら
れ
、
６
２
０
年
の
樹
齢
を
重
ね
国
指
定
の
天
然

記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神
事
の
後
、
三
田
村
市

長
ら
は
紫
色
の
花
を
つ
け
始
め
た
藤
の
花
の
根
元
に

お
神
酒
を
そ
そ
ぎ
、
藤
の
開
花
と
ま
つ
り
の
成
功
を

祈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
後
に
は
劇
団
大
藤
が
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
「
良
成
親
王
と
姫
御
前
」
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
披
露
。
藤
棚
一
帯
は
美
し
い
歌
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
４
月
18
日
㈯
か
ら
は
大
藤
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
多
く
の
来
訪
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

製
茶
技
術
競
う
八
女
茶
手
も
み
競
技
大
会

藤
の
開
花
と
ま
つ
り
の
成
功
を
祈
る

「今年も美しい花を咲かせてください」との願いを込め、
藤の根元にお神酒をそそぎました

あいさつする松延実行委員長

葉ぶるいをする参加者

藤棚一帯が 620 年前にタイムスリップ「良成親王と姫御前」

　
新
茶
の
生
育
と
作
業
の
安
全
を
祈

願
し
て
４
月
16
日
㈭
、
新
茶
祈
願
祭

が
八
女
中
央
大
茶
園
の
五
社
神
で
行

わ
れ
、
茶
生
産
者
、
茶
業
関
係
者
な

ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
主

催
の
松
延
昭
仁
実
行
委
員
長
は
「
今

年
は
、
適
度
な
気
温
、
潤
沢
な
降
水

量
か
ら
順
調
に
新
芽
が
生
育
し
て
お

り
、
高
い
品
質
の
お
茶
が
と
れ
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
全
国
品
評
会

で
玉
露
、
煎
茶
と
も
に
日
本
一
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
品
質
と
と
も
に
、
安

心
・
安
全
で
消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ

る
お
茶
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
場
で
は
新
茶
や

茶
の
天
ぷ
ら
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

お
い
し
い
新
茶
と

作
業
の
安
全
を
祈
願

新
茶
の

季
節
到
来
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九
州
北
部
豪
雨
で
大
規
模
な
斜

面
崩
壊
の
被
害
を
受
け
た
星
野
村

柳
原
地
区
の
工
事
が
完
了
し
３
月
８

日
㈰
、
完
成
式
典
が
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
そ
よ
か
ぜ
と
現
地
で
催
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
費
は
32
億
円
。

　
星
野
村
は
平
成
24
年
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
に
よ
り
各
地
で
土
砂
崩
れ

が
発
生
。
家
屋
倒
壊
、道
路
の
寸
断
、

停
電
、
電
話
の
不
通
な
ど
大
き
な
被

害
を
被
り
ま
し
た
。
柳
原
地
区
で
も

幅
２
３
０
㍍
、
長
さ
２
７
５
㍍
に
わ

た
り
斜
面
が
崩
壊
。
そ
の
一
部
の
土

砂
が
星
野
川
に
流
れ
込
み
、
流
れ
を

せ
き
止
め
る
『
土
砂
ダ
ム
』
が
で
き
、

下
流
域
は
一
時
避
難
す
る
な
ど
緊
迫

し
た
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に

専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ

れ
、
県
か
ら
の
要
請
に
よ
り
国
の
直

轄
に
よ
る
工
事
が
緊
急
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
三
田
村
市
長
は
「
災
害
復
興
に
は

国
や
県
の
ご
支
援
、
ま
た
近
隣
の
市

町
村
や
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
完
全

復
旧
に
向
け
、
引
き
続
き
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
現
地
で

は
県
や
国
、
地
元
関
係
者
や
小

学
生
が
く
す
玉
を
割
り
完
成
を

祝
い
、
桜
の
苗
木
を
植
樹
し
地

域
の
安
全
を
願
い
ま
し
た
。

星
野
村 

斜
面
崩
壊
工
事
完
成
を
祝
う

　
災
害
時
に
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
を
緊
急
避
難
施
設
と
し
て
活

用
す
る
協
定
の
調
印
式
を
３
月
24

日
㈫
日
行
い
ま
し
た
。
協
定
の
内

容
は
、
災
害
時
に
ゴ
ル
フ
場
の
施
設

へ
被
災
者
の
受
け
入
れ
、
被
災
者
へ

の
飲
料
水
や
食
料
の
提
供
、
浴
場

の
提
供
、
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置

な
ど
で
す
。
三
田
村
市
長
は
、「
九

州
北
部
豪
雨
の
際
も
、
長
期
の
避

難
生
活
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
浴

場
の
提
供
な
ど
大
変
助
か
り
、
こ

の
よ
う
な
支
援
は
大
変
心
強
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ゴ
ル
フ
場
の
経

営
者
で
あ
る
上
陽
観
光
開
発
株
式

会
社
の
永
井
社
長
か
ら
は
、「
地
域

の
方
々
に
何
ら
か
の
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
光
栄
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と

災
害
応
援
協
定
調
印

　
公
益
社
団
法
人
福
岡
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
八
女
分
会
（
下
川
澄
人

会
長
）
か
ら
4
月
8
日
㈬
、
市

内
の
小
学
校
へ
横
断
旗
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
の
交
通

事
故
防
止
と
安
全
指
導
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
全
小
学
校
15
校
に
計

1
0
8
本
の
横
断
旗
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
西
島
教
育
長
は
、「
毎
年

の
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
受
け
取
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交通安全に役立てて

工事の完了を祝いくす玉を割りました

記念植樹

　
国
道
３
号
原
島
（
丸
野
）
交
差
点
の
改

良
事
業
が
３
月
26
日
㈭
完
成
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
国
道
３
号
と
県
道
湯
辺
田
瀬
高

線
、
国
道
３
号
と
市
道
が
近
接
し
て
交
わ

る
交
差
点
で
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
通

行
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
交
差
点
の
形

状
が
変
則
で
あ
る
た
め
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
立
花
小
学
校
の

通
学
路
と
な
っ
て
い
ま
す
が
歩
道
が
狭
く
、

地
元
か
ら
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
今
回
交
差
点
を
一つ
に
集
約
、
歩
道

整
備
が
完
成
し
ま
し
た
。
完
成
を
記
念
し

て
、
通
学
す
る
立
花
小
学
校
の
卒
業
生
が

書
い
た
卒
業
記
念
絵
画
の
設
置
式
が
行
わ

れ
、
卒
業
生
の
代
表
７
人
が
防
護
柵
に
絵

画
を
設
置
し
ま
し
た
。「
未
来
の
立
花
町
」

を
テ
ー
マ
に
描
か
れ
た
絵
は
、
５
月
末
ま

で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
道
３
号
線 

原
島
交
差
点
が
安
全
に

改良された交差点 絵を設置する子どもたち
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市長に受賞を報告する山口さん

　
市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
59
人

が
参
加
し
３
月
26
日
㈭
～
27
㈮
、「
第
15
回
21
世

紀
・
青
少
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク
」
が
あ
り
ま

し
た
。
初
日
は
黒
木
総
合
支
所
を
出
発
し
、
田

代
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
谷
川
梅
林
な
ど
を

巡
っ
て
山
内
の
県
立
ふ
れ
あ
い
の
家
南
筑
後
で
宿

泊
、
２
日
目
は
八
女
中
央
大
茶
園
や
岩
戸
山
古

墳
な
ど
を
経
由
し
て
お
り
な
す
八
女
を
ゴ
ー
ル
と

す
る
約
55
㌖
の
コ
ー
ス
を
み
ん
な
で
励
ま
し
合
い

な
が
ら
最
後
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
２
日
間
と
も
晴

天
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
沿
道

に
咲
く
桜
や
菜
の
花
を
見
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
八

女
の
自
然
を
満
喫
。
コ
ー
ス
上
に
設
定
さ
れ
た
課

題
を
み
ん
な
で
解
決
し
な
が
ら
、
学
校
や
学
年
の

垣
根
を
こ
え
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
福
島
中
学
校
１
年
生
（
３
月
末
現
在
）
山
口

浩
平
さ
ん
の
標
語
が
第
８
回
い
じ
め
防
止
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
中
学
生
の
部
で
「
全
国
賞
」（
同
実

行
委
員
会
主
催
・
文
科
省
等
後
援
）
を
受
賞
し
、

３
月
27
日
東
京
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
島
中
学
校
で
は
い
じ
め
防
止
へ
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
冬
休
み
に
全
生
徒
に
い
じ
め
防
止

の
標
語
を
作
る
よ
う
課
題
を
出
し
て
い
ま
す
。

『
あ
の
メ
ー
ル 

文
字
は
消
し
た
が 

傷
は
消
え
な

い
』
―
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
山
口
さ
ん
は
、

最
近
ラ
イ
ン
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に

し
て
こ
の
標
語
を
思
い
つ
い
た
そ
う
で
す
。
標
語

に
は
「
い
じ
め
が
な
く
な
れ
ば
い
い
」
と
の
、
山

口
さ
ん
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
上
陽
北
汭
学
園
小
中
学
校
体
育
館

で
３
月
22
日
㈰
、
全
国
子
ど
も
会
連

合
会
と
八
女
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
の
共
催
に
よ
る
集
団
遊
び
普

及
活
動
「
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内
子
ど

も
会
会
員
を
中
心
に
約
１
５
０
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
８
つ
の
ゲ
ー
ム

に
挑
戦
。
手
を
つ
な
ぎ
体
一つ
で
で
き

る
も
の
か
ら
段
ボ
ー
ル
や
バ
ル
ー
ン
等

を
使
う
も
の
ま
で
仲
間
と
協
力
し
て
攻

略
し
、
遊
び
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指

し
ま
し
た
。「
カ
ッ
跳
び
戦
隊 

縄
★
レ

ン
ジ
ャ
ー
」の
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
等
の
ロ
ー

プ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
も
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
ま
し
た
。

市
内
55
㌔
励
ま
し
あ
い
完
歩

い
じ
め
防
止
標
語
で
全
国
賞

遊
び
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
め
ざ
し
楽
し
ん
だ

　
八
女
の
自
然
に
親
し
む
会
（
近
藤
倫
彦
代
表
）
か
ら
、

野
外
観
察
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
市
に
１
０
０
冊
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
同
会
は
こ
れ
ま
で
、
自
然
観
察
会
や

小
学
校
等
の
出
前
授
業
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
童
男
山
古
墳
周
辺
の
森
の
植
物
と

キ
ノ
コ
、
星
野
川
（
山
内
橋
付
近
）
の
水
生
昆
虫
の
野
外

観
察
用
と
し
て
分
か
り
や
す
く
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

会
の
希
望
で
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
学
校
教
育
用
と
し
て
市

内
小
学
校
へ
２
部
ず
つ
配
付
し
、
市
立
図
書
館
に
は
、
閲

覧
用
に
お
い
て
い
ま
す
。
希
望
者
に
は
、

市
役
所
本
庁
環
境
課
の
窓
口
で
配
付
し

ま
す
。
八
女
の
自
然
に
親
し
む
会
で
は
、

新
規
会
員
の
募
集
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
の
自
然
に
親
し
む

会
近
藤
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
５
１
３
・

４
４
５
６
）

『
あ
の
メ
ー
ル
　

文
字
は
消
し
た
が 

傷
は
消
え
な
い
』

　
お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
う
釈
迦

堂
甘
茶
ま
つ
り
が
4
月
8
日
㈬
亀

甲
の
釈
迦
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
釈
迦
堂
は
約
２
２
０
年
前
に

再
建
さ
れ
、
地
域
の
人
た
ち
の
心

の
支
え
と
し
て
大
切
に
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。毎
年
こ
の
日
に
は
、

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、

甘
茶
の
木
か
ら
摘
み
取
っ
た
葉
を

も
ん
で
乾
燥
さ
せ
て
作
っ
た
甘
茶
が

ふ
る
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。参
拝
客
は
、

つ
つ
じ
、
菜
の
花
、
パ
ン
ジ
ー
等
、

季
節
の
花
で
飾
ら
れ
た
花
御
堂
に

安
置
さ
れ
た
お
釈
迦
様
に
甘
茶
を

か
け
な
が
ら
、
甘
茶
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。
区
長
の
江
崎
和
己
さ

ん
、隣
組
長
の
斉
藤
信
一
さ
ん
は「
毎

年
約
２
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
拝

さ
れ
ま
す
。
こ
の
行
事
に
合
わ
せ
て

里
帰
り
さ
れ
る
方
も
あ
り
、
喜
ん

で
も
ら
え
て
何
よ
り
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

亀
甲
釈
迦
堂
甘
茶
ま
つ
り

ハンド
ブック「童男山古墳

周辺の自然観察」
をいただきました　
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今
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
家
の

中
に
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
に
も

い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
で
は
子
ど
も
を
守
り

育
て
る
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
も
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
少
子
化
や
社
会
環
境
の

変
化
か
ら
、
子
育
て
中
の
親
が
、
不
安

に
お
ち
い
っ
た
り
孤
立
感
を
い
だ
い
た

り
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
よ
う
で

す
。
子
育
て
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め

の
環
境
づ
く
り
や
、
周
り
の
方
の
理
解

と
支
援
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
主
任
児
童
委
員
さ
ん
に
よ

る
、
乳
幼
児
の
全
戸
訪
問
（
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
）
か
ら
、
健
康
推
進
課
の
４
か
月

健
診
へ
、そ
こ
か
ら
子
育
て
支
援
施
設・

フ
ァ
ミ
サ
ポ
へ
、
そ
し
て
保
育
所
・
幼

稚
園
へ
と
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
も

で
き
て
き
ま
し
た
。
不
安
な
時
、
困
っ

た
時
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
勇
気
を

出
し
て
ま
ず
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
子
育
て
支
援
施
設
で
は
、
子

育
て
中
の
パ
パ
・
マ
マ
同
士
で
育
ち
合

う
関
係
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
子
育
て

サ
ー
ク
ル
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
の
活
動
は
多
く
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

離
乳
食
な
ど
の
食
事
づ
く
り
、
子
育
て

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
悩
み
の
相
談
等
な

ど
。子
育
て
の
先
輩
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
出
産

や
子
育
て
へ
の
不
安
や
孤
立
感
を
も
和

ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
、

ど
う
し
た
ら
手
を
差
し
伸
ば
せ
る
か
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
点
と
点
が
つ

な
が
っ
て
、
線
に
な
り
そ
の
線
が
や
が

て
面
に
な
り
、
折
り
重
な
っ
て
い
く
よ

う
な
支
援
の
輪
の
つ
な
が
り
を
築
け
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
あ
い

ふ
れ
あ
い

育
ち
あ
い

ま
ず
、
や
め
っ
こ
未
来
館
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加

さ
れ
た
お
母
さ
ん
の
感
想
で
す
。

今
、
子
育
て
支
援
と
い
う
こ
と
ば
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
な
ぜ
子
育
て
支
援
な
の
か
。
今
回
は
、
子
育
て

の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
や
め
っ
こ
未
来
館
を
訪
問

し
ま
し
た
。

「
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
」

や
め
っ
こ
未
来
館　
セ
ン
タ
ー
長  

　
　
室む

ろ

園ぞ
の　

直な
お

美み

さ
ん

育
ち
愛
（
あ
い
）
の
ち
か
ら

こ
れ
か
ら

読書ボランティア

サークル活動

移動広場　室岡公民館

ふ
れ
合
い
な
が
ら
遊
べ
て
た
の
し
か
っ
た
で
す
！

マ
マ
友
が
で
き
そ
う
で
良
か
っ
た
ー
♡
♡

初
め
て
の
子
育
て
で
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
同
じ
月
齢

の
子
た
ち
と
あ
え
た
の
で
、
我
が
子
の
成
長
ぶ
り
や

違
い
も
実
感
で
き
、
安
心
し
ま
し
た
！
^_^

フ
ァ
ミ
サ
ポ
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

「
子
育
て
は
、
あ
せ
ら
ず･･･

ゆ
っ
く
り･･･

の
ん
び
り
と
」
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分
～
②
６
月
７
日
㈰
14
時
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
前
売
り
▽
一
般
千

円
▽
４
歳
以
上
高
校
生
以
下
５
百

円
※
当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
２
百
円
増
、

お
り
な
す
八
女
で
販
売
中

◦
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
５
２
８
８
・
２
０
７
４
）

　　　
筑
後
市
教
育
委
員
会
で
は
、
古

川
小
学
校
に
設
置
し
て
い
る
言
語

通
級
指
導
教
室
「
こ
と
ば
の
教
室
」

の
通
級
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
こ

と
ば
を
話
す
と
き
に
正
し
く
発
音

で
き
な
い
音
が
あ
る
、
は
っ
き
り
と

前
琵
琶
の
演
奏
会
。
筑
前
琵
琶
に

魅
せ
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
奏
で
る
琵

琶
の
音
が
、
星
野
焼
展
示
館
の
空

間
に
、
ど
の
よ
う
に
響
い
て
く
れ
る

の
か
、
楽
し
み
で
す
。

◦
日
時
＝
５
月
17
日
㈰
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
古
陶
星
野
焼
展
示
館

◦
演
奏
者
＝
筑
前
琵
琶
福
岡
旭
会
・

ち
く
ご
会（
米
村
旭
翔・石
橋
旭
姫・

原
口
旭
愛
）

◦
入
場
料
＝
無
料
（
星
野
焼
展
示

館
の
入
館
料
２
百
円
の
み
お
支
払

い
く
だ
さ
い
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
古
陶
星
野
焼
展

示
館
（
☎
５
２
・
３
０
７
７
）

　
20
周
年
特
別
記
念
公
演
。

◦
日
時
＝
①
６
月
６
日
㈯
18
時
30

◦
締
切
＝
５
月
８
日
㈮
※
定
員
50

人
に
な
っ
た
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

荒
川
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
９
９
７・

５
８
１
３
）

　
す
べ
て
の
人
が
「
心
ひ
と
つ
」
に

な
る
感
動
の
演
奏
会
。
観
覧
無
料

◦
日
時
＝
５
月
16
日
㈯
14
時
～
※
演

奏
時
間
が
繰
り
上
が
る
場
合
あ
り

◦
場
所
＝
障
害
者
支
援
施
設
陽
だ

ま
り
の
里
陽
だ
ま
り
ホ
ー
ム
（
八

女
市
本
２
７
５
７
番
地
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
大
淵
さ
ん
・
江
見

さ
ん
（
☎
３
０
・
３
０
５
５
）　

　
筑
前
琵
琶
福
岡
旭
会
に
よ
る
筑

　
野
鳥
の
会
が
案
内
し
ま
す
。
小

雨
決
行
、
参
加
費
１
０
０
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）、
筆
記
用
具
・
観

察
用
具
（
図
鑑
、
双
眼
鏡
※
一
部

貸
出
あ
り
）・
水
筒
等
は
各
自
持
参
。

◦
日
時
＝
５
月
10
日
㈰
、
９
時
集

合
～
正
午
解
散

◦
集
合
場
所
＝
清
水
山
（
み
や
ま
市
）

清
水
寺
本
坊
庭
園
入
口
駐
車
場（
清

水
特
産
品
販
売
所
前
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
地
域
環
境
課

（
☎
２
２
・
６
９
６
３
）

　「
20
年
間
僕
に
と
っ
て
大
事
な

事
」
と
題
し
、
藤
田
良
さ
ん
（
陽

だ
ま
り
の
里
勤
務
）
を
講
師
に
開

催
。
入
場
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
５
月
12
日
㈫
19
時
開
会

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

◦
日
時
・
集
合
場
所
＝
５
月
17
日

㈰
６
時
八
女
伝
統
工
芸
館
前
集
合
、

６
時
30
分
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
八
女
市
～
平
戸
市
（
九

州
オ
ル
レ
平
戸
コ
ー
ス
約
８
㌔
を
歩

き
ま
す
）。
18
時
30
分
帰
着
予
定

◦
参
加
費
＝
会
員
３
５
０
０
円
、
一

般
４
０
０
０
円

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
5
月
10
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
５
月
10
日
㈰
７
時
30
分
、

白
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
鹿
伏
～
大
内
邸
～
夢
た

ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ

◦
参
加
料
＝
無
料
（
会
員
保
険
有
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

劇
団
リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
超

ス
ー
パ
ー 

桃
太
郎
物
語
」

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
体
験

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

第
19
回
地
域
活
動
講
演
会

九
州
オ
ル
レ
平
戸
バ
ス
ウ
オ
ー
ク

八
女
学
院
吹
奏
楽
部
演
奏
会

不
思
議
空
間
で
、
琵
琶
の
響

き
を
聞
い
て
み
る
会

空き家を売りたい・貸した
い人は、下記までお問い合
わせください。
⃝募集対象エリア＝八女市
全域⃝問い合わせ＝地域づ
くり・文化振興課定住対策
係（☎24・8013）
★受付時間＝平日9時～16
時 30 分※お越しの際は必
ず事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

古
川
小
言
語
通
級
指
導
教
室

「
こ
と
ば
の
教
室
」
通
級
児
童

　農地中間管理機構（公財 福岡県農業振興
推進機構）を通じて、農地の貸借を行いませ
んか。農地中間管理機構は、農地を貸した
い出し手から、規模拡大などを行いたい受け
手（担い手）への農地の集積・集約化を進め
るため、農地の中間的受け皿となる組織です。
農地中間管理機構を通じて農地を貸付けると、
経営転換協力金（30 ～ 70 万円 / 戸）の対象
となる場合があります。受け手は、契約を一
本化できるメリットがあります。機構は公的機
関なので安心です。申し込み方法や協力金の
交付要件など、詳しくは問い合わせください。

【平成 27 年度 1回目の募集】

※11月1日の権利設定を希望する場合は 6 月
1日締切。
◦問い合わせ＝農業振興課（☎ 23・1118）
黒木支所産業経済課（☎ 42・1115）
立花支所産業経済課（☎ 23・4940）
上陽支所建設経済課（☎ 54・2219）
矢部支所建設経済課（☎ 47・3111）
星野支所建設経済課（☎ 52・3114）

（公財）福岡県農業振興推進機構（☎ 092・
716・8355）/ 福岡県水田農業振興課（☎
092・643・3474）

農地の出し手、受け手を募集します

内　容 期　日（予定）
農地の出し手の募集 随時※
農地の受け手の募集 5 月1日㈮～ 6 月1日㈪
機構を通じた農地の
権利設定（出し手→
機構、機構→受け手）

11月1日㈰
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◦
対
象
＝
海
の
キ
ャ
ン
プ
と
同
じ
、

定
員
30
人

◦
期
間
＝
８
月
25
日
㈫
～
27
日
㈭

◦
会
場
＝
や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡

筑
前
町
大
字
三
箇
山
）

※
海
・
山
の
キ
ャ
ン
プ
は
高
校
生
で

も
状
況
に
よ
り
参
加
可
能
な
場
合

あ
り
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
肢
体
不
自
由

児
協
会
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
５

７
２
３
）

◦
研
修
国
＝
デ
ン
マ
ー
ク

◦
研
修
時
期
＝
11
月
８
日
㈰
～
11
月

14
日
㈯
※
事
前
・
事
後
研
修
あ
り

◦
応
募
資
格
＝
県
内
に
居
住
し
、

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」
団
員

　軽自動車税には１台に限り減額免除の制度が
あります。次の事項に該当する人は、軽自動車納
税通知書が届いてから 5 月25 日㈪までに申請
してください。ただし、すでに普通自動車税（県
税）の減額免除を受けている人は除きます。また、
障害の級により対象とならないこともあります。
なお、昨年までに申請をしてその内容に変更のな
い人は継続して減額免除になりますが、所有者・
車体等に変更があった場合は新たに申請が必要
になります。
◦対象＝①身体障害者手帳・療育手帳・保健福
祉手帳・戦傷病者手帳をお持ちで、一定の要件
を満たす人
②「①」の人と同一世帯の人
③身体しょうがい者等（身体しょうがい者等のみ
で構成する世帯に限る。ただし、常時介護者の
証明があればこの限りではない）を常に介護す
る人
◦対象となる車＝身体しょうがい者、知的しょう
がい者、精神しょうがい者、戦傷病者の所有す
る車（同一世帯者の所有する車も含む）
◦申請の時に持参するもの＝

【①の場合】身体障害者手帳・療育手帳・保健
福祉手帳・戦傷病者手帳のいずれか／印鑑／軽
自動車税の納税通知書／運転免許証／車検証

【②③の場合】証明書等が必要になる場合があり
ます。詳しくはお問い合わせください。

軽自動車税の減免について

◦問い合わせ＝本庁税務課（☎２３・１１１２）
・黒木支所市民生活福祉課（☎４２・１１１３）
・立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３２）
・上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
・矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
・星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

軽自動車税について
    の問い合わせ

　4 月1日現在自動車を所有している人に対し、
毎年 5 月初めに自動車税の納税通知書を送付
しています。自動車税は 6 月1日㈪までに納め
ましょう。納付場所は県税事務所や金融機関
のほかに、コンビニエンスストアを利用すると、
土日・夜間も納めることができます。納税通知
書が届かないなどの問い合わせは久留米県税
事務所（☎ 0942・30・1078）へ

自動車税は　　までに納めましょう
6/1

㈪

し
な
い
話
し
方
を
す
る
、
こ
と
ば
が

足
り
ず
意
味
が
伝
わ
ら
な
い
、
こ

と
ば
が
つ
か
え
て
し
ま
う
な
ど
の
悩

み
を
持
つ
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
教
室
で
す
。
ま
た
、
聞
こ
え
の
問

題
が
こ
と
ば
の
遅
れ
や
発
音
不
明

瞭
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
と
ば
の
教
室
で
は
、
聞

こ
え
や
こ
と
ば
か
ら
く
る
困
難
さ
を

少
し
で
も
解
消
・
軽
減
し
、
の
び

の
び
と
成
長
で
き
る
よ
う
援
助
し

て
い
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
こ
と
ば

の
こ
と
で
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
＝
平
成
27
年
度
に
小
学
校

の
通
常
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童

◦
内
容
＝
▽
隔
週
１
回
（
ま
た
は
週

１
回
）、
90
分
程
度
決
め
ら
れ
た
日

時
に
こ
と
ば
の
教
室
で
指
導
を
受

け
ま
す
。
保
護
者
の
付
き
添
い（
送

迎
）
が
必
要
で
す
。

▽
一
対
一
の
個
別
指
導
が
基
本
で
す

が
、
必
要
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
指

導
も
行
い
ま
す
。

▽
指
導
を
希
望
さ
れ
る
人
に
つ
い
て

は
、
面
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
込
期
限
＝
５
月
15
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
古
川
小
学
校
教

室
（
☎
０
９
４
２・５
３・８
７
４
０
）

◦
申
込
＝
筑
後
市
教
育
委
員
会

（
☎
０
９
４
２
・
６
５
・
７
０
３
８
）

　
参
加
無
料
。
希
望
者
は
５
月
11

日
㈪
か
ら
５
月
25
日
㈪
ま
で
に
福

祉
課
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ
ン

プ
】

◦
対
象
＝
県
内
の
進
行
性
筋
萎
縮

症
児
お
よ
び
保
護
者
、
定
員
30
人

◦
期
間
＝
７
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰

◦
場
所
＝
国
民
宿
舎
ひ
び
き
（
宗

像
市
鐘
崎
79
ー
６
）

【
海
の
キ
ャ
ン
プ
】

◦
対
象
＝
県
内
の
小
学
３
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
の
在
宅
の
肢
体
不

自
由
児
、
定
員
50
人

◦
期
間
＝
８
月
10
日
㈪
～
12
日
㈬

◦
場
所
＝
福
岡
県
立
少
年
自
然
の

家
「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市
神
湊
）

【
山
の
キ
ャ
ン
プ
】

肢
体
不
自
由
児
の
海
と
山
の

キ
ャ
ン
プ

平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
20
歳
以

上
65
歳
以
下
の
女
性
で
、
団
体
や

企
業
で
男
女
共
同
参
画
等
に
関
す

る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

帰
国
後
も
活
動
を
期
待
で
き
る
人
。

公
務
員
や
学
生
、
過
去
同
種
の
海

外
派
遣
事
業
に
公
的
な
経
費
に
よ

り
参
加
し
た
人
を
除
く
。

◦
募
集
人
員
＝
20
人
※
書
類
選
考

と
面
接
選
考
あ
り

◦
海
外
研
修
費
用
＝
28
万
円
程
度

◦
募
集
期
間
＝
５
月
７
日
㈭
～
６

月
12
日
㈮

◦
申
込
＝
市
役
所
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・１
３
１
４
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
男
女
共

同
参
画
推
進
課
（
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
３
９
１
）

【八女上陽新茶まつり】◦日にち＝ 5 月 3 日㈷～ 6 日㉁・10 日㈰◦会場＝ほたると石橋の館※新茶試
飲即売会、農産物・農産加工品販売▽おいしいお茶の淹れ方教室（5 日 13 時～※要予約）▽茶摘み
体験（10 日 10 時～※大人 2500 円、子ども 1500 円・要予約）◦問い合わせ＝同館（☎ 54・2150）



20　2015.5.1　広報やめ

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

　
公
立
八
女
総
合
病
院
は
、
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
と
の
役
割
分
担

を
推
進
し
地
域
医
療
の
中
核
を
担

う
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承

認
を
受
け
ま
し
た
。つ
き
ま
し
て
は
、

紹
介
状
を
お
持
ち
で
な
い
患
者
さ

ま
に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
「
初

診
に
係
る
特
別
の
料
金
（
選
定
療

養
費
）」
を
平
成
27
年
4
月
1
日

よ
り
２
７
０
０
円
（
税
込
）
に
改

定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
診
療
支

援
課
（
☎
２
３・４
１
３
１
）

【第 29 回絣の里巡り in 筑後】◦日
時＝ 5/16 ㈯～ 17 ㈰ 9:00 ～ 17:00
◦場所＝熊野区公民館◦問＝筑後
市観光協会（☎ 0942・53・4229）

【沖端水天宮】
◦日にち＝ 5/3 ㈷～ 5 ㈷◦場所＝
沖端水天宮◦問＝柳川市観光課（☎
0944・77・8563）

【第２７回　鯉・恋・来】◦日時＝
5/5 ㈷ 10:00 ～ 16:00 ◦場所＝高
田濃施山公園（みやま市高田町下
楠田４８０）◦問＝実行委員会（☎
080・6427・1171）

みやま市

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国 　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
・
寡

婦
で
、
求
職
あ
る
い
は
転
職
希
望

者
。託
児
事
前
予
約
。受
講
料
無
料
。

①
パ
ソ
コ
ン
中
級
（
夜
間
）
講
習

会◦
期
間
＝
６
月
４
日
㈭
～
６
月
19

日
㈮
平
日
夜
間
３
時
間
（
全
30
時

間
）
※
テ
キ
ス
ト
代
の
一
部
千
円
個

人
負
担

◦
申
込
締
切
＝
５
月
18
日
㈪

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
習
会

◦
期
間
＝
６
月
６
日
㈯
～
９
月
12

日
㈯
昼
間
15
日
間
※
テ
キ
ス
ト
代

の
一
部
４
千
円
個
人
負
担

◦
申
込
＝
５
月
14
日
㈭
ま
で

①
②
共
通

◦
定
員
＝
各
20
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
母
子
家

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

レ
ー
シ
ョ
ン
▽
作
物
栽
培
に
つ
い
て

◦
申
込
＝
５
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
Ｊ

Ａ
ふ
く
お
か
八
女
農
業
振
興
課
松

尾
さ
ん
へ
（
☎
２
３
・
１
３
７
８
）

　
賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場
で

の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
様
々

な
労
働
問
題
の
相
談
。
就
業
規
則

の
作
り
方
な
ど
使
用
者
か
ら
の
相

談
や
、
労
使
間
で
の
自
主
的
解
決

が
困
難
な
場
合
は
、
労
使
の
仲
介

に
入
る
「
あ
っ
せ
ん
」
も
行
っ
て
い

ま
す
。
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る

相
談
も
行
い
ま
す
。

◦
相
談
時
間
＝
平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）
※
毎
週
水
曜
日
は
20
時
ま

で
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

◦
場
所
、
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑
後

労
働
者
支
援
事
務
所
（
☎
０
９
４

２
・
３
０
・
１
０
３
４
Qchikugo-

rso@
pref.fukuoka.lg.jp

）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
（
事
前
登
録
必
要
）。

◦
６
月
分
利
用
者
の
会
＝
５
月
23

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

　
空
き
家
バ
ン
ク
協
定
不
動
産
業

者
が
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
27
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
一
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
大
石
さ
ん

（
☎
２
３･

４
７
７
５
）

　
新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
・
検

討
し
て
い
る
人
・
さ
ら
に
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
人
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
17
日
㈰
９
時
～

◦
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
本

店
別
館
会
議
室
（
福
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
南
側
）

◦
内
容
＝
▽
研
修
か
ら
就
農
定
着

ま
で
の
流
れ
▽
青
年
就
農
給
付
金

制
度
▽
作
物
別
経
営
収
支
シ
ュ
ミ

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

公
立
八
女
総
合
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

指定鍼灸院でのはり・
きゅう治療について

労
働
相
談
会

就
業
支
援

就
業
支
援
講
習
会

空
家・空
地
活
用
無
料
相
談
会

就
農
相
談
会

八女市指定鍼灸院でのはり・
きゅう治療では、1回につき
１,000 円を助成します。
※一人につき１か月７回まで。
◆対象となる人　
・八女市国民健康保険に加入
している人
・八女市内にお住まいで後期
高齢者医療に加入している人
◆助成の受けかた　
・被保険者証および印鑑を八
女市指定鍼灸院に直接持参く
ださい。
詳しいことは各鍼灸院または
市民課国保年金係（☎２３・
１１１６）・公費医療係（☎
２３・１１１７）までお尋ねく
ださい。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

▽
４
月
１
日
号
13
ペ
ー
ジ
福
祉
課
か

ら
の
お
知
ら
せ
の
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
記
事
の
中
で
、
名
称
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。「
茶
の
実
作
業
所
」

は｢

茶
の
実｣

が
正
し
い
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。（
福
祉
課
）

▽
４
月
15
日
号
９
ペ
ー
ジ
「
お
子
様

の
た
め
に
予
防
接
種
は
お
忘
れ
な
く
」

の
中
で
、
予
防
接
種
受
託
医
療
機
関

名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
今
村

循
環
器
科
・
内
科
」
は
「
今
村
循
環

器
内
科
」
が
正
し
い
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。（
健
康
推
進
課
）

　けしは麻薬の原料となるため、「あへん法」「麻
薬及び向精神薬取締法」により、栽培や所持
などが禁止されている種類があります。花が美
しいため、違法と知らずに、住宅の庭先などに
植えられていることがあります。違法なけしを
見かけた人は、南筑後保健福祉環境事務所ま
たは最寄りの警察署にご連絡ください。
◦問い合わせ＝県南筑後保健福祉環境事務所
企画指導係・薬務担当（☎ 0944・72・2111）

「けし」にご用心！不正大麻 ・ けし撲滅運動



広報やめ　2015.5.121

火災出火件数  1件 （ 6件）
救急出動件数 282件 （836件）
救急搬送人数 271人 （811人）

人身事故発生件数 42件 （119件）
傷　　者 56人 （152人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 66,773 (-237)
男 31,426  (-106)
女 35,347  (-131)

世帯数 24,374  (+27)
　※（　）内は前月比

出生 36 人 死亡 98人
転入 403 人 転出 578人

◦固定資産税（1期）
◦軽自動車税（全期）
◦住宅使用料　◦保育料

▼ 3 月の交通事故の状況

▼ 3 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月31日現在）

▼ 3 月の異動
納期限・口座振替日は6月1日㈪

※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞
金が加算されることになります。※納付書をなく
された人は担当課へご連絡ください。

予約

5月に
納める
もの

無料法律相談
◦ 5月 21日㈭ 、6月 4日㈭ ／ 相談 13:00
　～16:00/ 場所・法務局八女支局※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦ 5 月 8 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 5 月15 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 5 月 22 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3003
◦ 5 月15 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦5月14日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く婦人の家☎37・1522）
◦5月20日㈬ 9:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家（立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦5月15日㈮ 10:00 ～ 11:00
　／星野支所
◦5月19日㈫ 10:00 ～ 11:00
　／黒木支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦5月1日㈮ 13:00 ～16:00 ／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦5月7日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月13日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月12日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月11日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦5月8日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月15日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦5月20日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館

◦5月20日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月13日㈬、27日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月13日㈬、27日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
税務相談会
◦5月11日㈪ 10:00 ～ 15:00 ／商工会議所
経営支援相談会
◦5月18日㈪ 13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎22・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦5月19日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦5月14日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月8日㈮・19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦5月28日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦毎週月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所
　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦5月19日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市役所消費生活相談窓口 

　※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県ひとり親家
　庭等就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金
担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
　士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木支所内）
　☎42・1119

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ



五
月
晴
れ
の
空
に
鯉
の
ぼ
り
が

悠
々
と
舞
い
踊
る
こ
の
頃
。今
回
は
、

張
り
子
について
紹
介
し
ま
す
。

張
り
子
の
技
術
は
２
世
紀
に

中
国
か
ら
始
ま
り
、ア
ジ
ア
やヨ
ー

ロッパに
伝
わ
り
ま
し
た
。日
本
で

は
室
町
時
代
頃
に
中
国
か
ら
伝

来
し
た
と
さ
れ
、日
本
全
土
に
分

布
し
、郷
土
玩
具
な
ど
に
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。八
女
市
で
も
手
作

り
の
貴
重
な
張
り
子
を
製
造
し

ている
「
絵
羽
馬
堂
」
と
い
う
お
店

が一軒
あ
り
ま
す
。こ
の
張
り
子
と

は
、竹
や
木
を
組
ん
だ
枠
、ま
た

粘
土
で
作っ
た
型
に
紙
な
ど
を
張

り
つ
け
て
、成
形
す
る
造
形
技
法

の一つ
で
す
。
虎
を
型
取った
も
の
が

多
い
の
は
、「
張
り
子
の
虎
」
と
い

う
諺
に
も
あ
る
よ
う
に
、中
国
古

来
よ
り
虎
は
龍
と
並
ん
で
神
格

化
さ
れ
、
ま
た
力
強
く
勇
猛
果

敢
な
姿
か
ら
「
権
力
の
象
徴
」や

魔
除
け
の
力
が
あ
る
と
し
て
あ
が

め
ら
れ
て
い
た
動
物
だ
か
ら
で
す
。

日
本
で
も
同
様
に
こ
の
考
え
方
が

伝
わ
り
、
魔
除
け
や
勝
負
運
アッ

プ
、家
の
守
り
神
と
し
て
虎
の
彫

刻
や
掛
け
軸
、襖
絵
、置
物
な
ど

が
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
端
午

の
節
句
に
張
り
子
の
虎
を
贈
る

風
習
は
、特
に
関
西
地
方
に
根
強

く
、そ
れ
について
は
大
阪
で
江
戸

時
代
末
期
に
伝
染
病
が
大
流
行

し
た
時
に
、ど
の
薬
も
効
か
な
かっ

た
が
、虎
の
頭
蓋
骨
を
砕
いて
作っ

た
薬
だ
け
は
効
き
、流
行
病
が
治

ま
っ
た
と
い
う
説
。
ま
た
村
落
に

魔
物
が
住
みつ
き
村
人
が
困って
い

る
と
こ
ろ
、大
き
な
滝
の
岩
場
に

気
高
く
神
々
し
い
虎
が
村
全
体
を

じっと
見
据
え
、疾
風
の
よ
う
に
村

へ
駆
け
お
り
た
瞬
間
に
魔
物
を
退

治
し
た
こ
と
か
ら
家
の
守
り
神
と

し
て
奉
納
さ
れ
た
な
ど
、
色
々
な

説
が
あ
る
よ
う
で
す
。
端
午
の
節

句
に
は
、お
子
さ
ん
の
「
無
病
息
災
」

「
厄
除
け
」「
虎
の
よ
う
に
強
い
子

に
育って
欲
し
い
」
と
いった
願
い
を

込
め
、縁
起
も
の
と
し
て
贈
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
虎
の
顔

は
地
域
や
作
り
手
に
よって
違
い
、

今
で
は
注
文
に
あ
わ
せ
い
ろ
ん
な

種
類
の
も
の
を
作
ら
れ
てい
ま
す
。

絵
羽
馬
堂
の
張
り
子
は
八
女
伝

統
工
芸
館
で
展
示
・
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
端
午
の
節
句
を
迎
え
る

前
に
八
女
伝
統
工
芸
館へぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さい
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.24

張り子　in　
八女伝統工芸館

1
歳
お
め
で
と
う
♡

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で
元
気
に
育
っ

て
ネ
♡

渚
く
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
。

笑
顔
で
い
つ
も
パ
パ
と
マ
マ
に
元
気
を

く
れ
る
蓮
弥
君
。
わ
が
家
の
宝
物
で
す
。

1
歳
日
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら

も
可
愛
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い
見
せ
て

ね
。

山中 大
たい

駕
が

ちゃん 藤田 渚
なぎさ

ちゃん

黒岩 蓮
れん

弥
や

ちゃん 樋口 花
か　りん

凛ちゃん

Ｈ26年5月１日生（柳瀬） Ｈ26年5月8日生（高塚）

Ｈ26年5月26日生（吉田） Ｈ26年5月31日生（稲富）

祝
１
歳
♡

こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
笑
顔
を
見
せ

て
元
気
に
育
っ
て
ネ
♡

江渕 竜
りゅうと

斗ちゃん

Ｈ26年5月14日生（黒木町）

誕
生
日
お
め
で
と
う
�

お
姉
ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
く
ら

い
可
愛
く
な
ー
れ
�

栗原 那
な お

桜ちゃん

Ｈ26年5月26日生（龍ヶ原）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

優
し
く
た
く
ま
し
い
子
に
な
っ
て

ね
�

森 颯
そう

梧
ご

ちゃん

Ｈ26年5月15日生（立花町）

弘
昌
く
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

沢
山
食
べ
て
遊
ん
で
す
く
す
く

育
っ
て
ネ
�

斉藤 弘
ひろまさ

昌ちゃん

Ｈ26年5月12日生（亀甲）

1
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
兄
妹

仲
良
く
、元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
。山本 小

こ と

都ちゃん

Ｈ26年5月18日生（立花町）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
で
大
き
く

な
っ
て
ね
。

山口 玄
はるきょう

恭ちゃん

Ｈ26年5月12日生（上陽町）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
3
人
の

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ

て
ね
♡

松﨑 魁
かいどう

道ちゃん

Ｈ26年5月20日生（上陽町）

おたんじょうびおめでとう
満１歳のお子さまの写
真を募集しています（た
だし、市内に住民登録
があるか実際に住んで
いる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単
なコメント（30字以内）
を添えて、誕生日前月
の7日までに直接お持ち
いただくか、郵送でお
申し込みください。応
募多数の場合は先着順
となります。

●申し込み
秘書広報課秘書広報係
（☎23・1110）

寿
騎
く
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
笑
顔
を

あ
り
が
と
う
。

平島 寿
か ず き

騎ちゃん

Ｈ26年5月4日生（室岡）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
す
く
す
く

育
っ
て
ネ
！

川嵜 新
し ん い ち

一ちゃん

Ｈ26年5月6日生（立花町）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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▼
４
月
か
ら
広
報
紙
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
業
務
に
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。市

政
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
つ
な
げ

る
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
４
月
の
異
動
で
広
報
担
当

と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

戸
惑
っ
て
ば
か
り
の
毎
日
で

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
の
た

め
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
４
月
か
ら
広
報
担
当
が
念

願
の
３
人
体
制
と
な
り
、
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。広
い

広
い
八
女
市
を
３
人
で
駆
け

回
り
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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